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スイッチOTC
医薬品ってなに？

　これまで医師の
判断での処方が必
要だった医薬品を、
薬局･薬店などで買
えるようにした薬
です。

保
育
室
は
、第
一
学
童
保
育
室

と
同
等
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

必
要
な
備
品
を
整
え
る
予

定
で
、同
等
の
保
育
環
境
が
確

保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　Ｑ　

入
間
川
小
・
山
王
小
学
童

保
育
室
の
定
員
を
30
人
増
と
し

た
根
拠
と
、柏
原
小
の
学
童
保

育
室
増
設
に
至
っ
た
経
緯
は
。

Ａ　

保
育
施
設
整
備
拡
張
で
、

条
例
で
定
め
る
保
育
面
積
が
確

保
で
き
た
た
め
、入
間
川
小
・
山

王
小
学
童
保
育
室
の
定
員
を

30
人
増
や
し
、低
学
年
の
待
機

児
童
が
多
い
柏
原
小
学
童
保

育
室
は
、第
二
学
童
保
育
室
を

増
設
し
て
定
員
を
30
人
と
し
た
。

◆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
狭

　

山
市
駅
西
口
市
民
広
場
の
指

　

定
管
理
者
の
指
定

Ｑ　

継
続
し
て
管
理
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
へ
の
評
価
と
課

題
は
。

Ａ　

昨
年
度
は
利
用
者
が
約
35

万
人
あ
り
、に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。新
し
く
市
民
広

主
な
議
案
審
議

◆
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

効
率
的
で
効
果
的
な
市
政
運

営
の
推
進
を
図
る
た
め
、行

政
組
織
を
改
正
す
る
も
の

Ｑ　

防
災
課
か
ら
危
機
管
理
課

へ
の
変
更
は
、ど
の
よ
う
な
危

機
を
想
定
し
て
の
こ
と
か
。

Ａ　

自
然
災
害
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
世
界
的
大
流

行
、国
民
保
護
法
に
定
義
さ
れ

る
危
機
、ま
た
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
伴
い
想
定
さ
れ
る
危
機

な
ど
。

Ｑ　

危
機
管
理
課
の
職
員
体
制

と
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　

課
の
職
員
体
制
に
変
更
は

場
を
一
体
で
管
理
運
営
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、課
題
と
し
て

は
、さ
ら
な
る
利
用
の
促
進
を

図
り
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
貢

献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
Ｑ　

指
定
管
理
者
か
ら
の
新
た

な
提
案
な
ど
は
。

Ａ　

新
電
力
の
導
入
、適
正
な

維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
施
設

改
修
計
画
の
作
成
、ま
た
、東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
時
に
は
、

外
国
人
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
作
成
、ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

の
設
置
な
ど
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

Ｑ　

土
木
費
国
庫
補
助
金
と
教

育
費
国
庫
補
助
金
の
減
額
の
理

由
は
。

Ａ　

狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
の
整

備
に
伴
う
用
地
取
得
と
道
路
改

議員提出議案第３号
安心な社会保障と強い地域経済を構築する
ための地方財政措置を求める意見書（要約）
　すべての国民が等しく住み慣れた地域で安心して
暮らし続けられるように、安心な社会保障と強い地
域経済を構築するための地方財政措置を適切に講じ
るよう、下記の事項について強く要望する。

１ 社会保障充実のための所要の財源の確保。特に、
保育の受け皿整備と保育士・介護職員などの処遇
改善については、適切に財源措置を講じること。

２ 地方自治体が地域の実情に応じて自主性・主体性
を発揮し、地方創生を推進できるよう、「まち・ひと・
しごと創生事業費」を継続し、地方創生推進交付金
についても所要の財源を確保すること。

３ 地方自治体の社会保障充実策をはじめ、福祉、教
育、消防、道路等の社会基盤整備など、生活に密接な
行政サービスを確実に実施できるよう、地方一般
財源の確保、特に地方交付税総額を確保すること。

提出先： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣など

Ａ　

医
療
費
の
削
減
を
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
や
、平
成
30
年

度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
限
定
的

な
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
周

知
し
て
い
く
。

◆
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
改
正

学
童
保
育
室
の
定
員
数
改
正

と
新
た
に
柏
原
小
第
二
学
童

保
育
室
を
設
置
す
る
も
の

Ｑ　

新
設
の
柏
原
小
第
二
学
童

良
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、国

庫
補
助
金
を
８
千
7
2
3
万
円

要
望
し
た
が
、当
初
の
交
付
金

見
込
み
額
に
達
せ
ず
、４
千
１

９
２
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

教
育
費
国
庫
補
助
金
は
、交

付
要
綱
の
改
正
に
よ
り
、補
助

率
が
対
象
経
費
の
２
分
の
１
か

ら
15
％
以
内
に
改
め
ら
れ
、配

分
額
が
減
額
と
な
っ
た
。

Ｑ　

奨
学
金
の
貸
与
事
業
費
の

増
額
補
正
の
理
由
は
。

Ａ　

利
子
補
給
型
の
制
度
へ
の

移
行
に
つ
い
て
、金
融
機
関
の

協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

や
、将
来
の
利
子
補
給
額
の
増

大
な
ど
、総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
、現
行
制
度
を
軸
に
運
用

や
要
件
の
適
正
化
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、入
学
一
時
金

相
当
額
の
9
5
0
万
円
を
増
額

補
正
し
た
。

な
い
が
、市
民
部
内
に
危
機
管

理
監
と
し
て
部
長
級
の
職
員
を

配
置
し
、危
機
管
理
課
の
事
務

を
統
括
、指
揮
、監
督
す
る
。

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末
機
で
、印

鑑
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の

Ｑ　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
サ
ー
ビ

ス
の
対
象
と
な
る
証
明
書
の
種

類
と
利
用
可
能
時
間
は
。

Ａ　

住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登

録
証
明
書
、課
税
・
非
課
税
証
明

書
、納
税
証
明
書
の
４
種
類
で
、

年
末
年
始
と
シ
ス
テ
ム
休
止
日

を
除
く
、午
前
６
時
30
分
か
ら

午
後
11
時
ま
で
利
用
で
き
る
。

Ｑ　

市
外
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
証

明
書
の
取
得
は
可
能
か
。

Ａ　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
た

多
機
能
端
末
機
が
設
置
し
て
あ

る
コ
ン
ビ
ニ
で
あ
れ
ば
、全
国

ど
こ
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

可
能
。

◆
税
条
例
等
の
一
部
改
正

市
民
税
の
延
滞
金
規
定
、医

療
費
控
除
の
特
例
な
ど
を
改

正
す
る
も
の

Ｑ　

医
療
費
控
除
の
特
例
の
概

要
は
。

Ａ　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
な
ど

を
要
件
と
し
て
、ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品（
下
段
囲
み
）を
購
入

し
た
際
に
、年
間
の
購
入
総
額

が
１
万
２
千
円
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
金
額
を
そ
の
年
の
総
所

得
金
額
か
ら
控
除
す
る
。対
象

の
医
薬
品
は
、82
の
物
質
を
有

効
成
分
と
し
て
含
む
、頭
痛
薬
、

風
邪
薬
、胃
腸
薬
、軟
膏
、湿
布

薬
な
ど
で
、約
1
千
5
0
0
品

目
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

被災者支援システムを活用（イメージ写真）被災者支援システムを活用（イメージ写真）

市民交流センター

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
20
議
案
が
市
長
か
ら
、ま
た
、議
員

提
出
議
案
と
し
て「
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域
経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地
方
財
政
措
置

を
求
め
る
意
見
書
」な
ど
２
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た

結
果
、市
長
提
出
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
採
決
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

12月定例会
11月29日～12月15日

「
防
災
課
」を「
危
機
管
理
課
」へ

「
防
災
課
」を「
危
機
管
理
課
」へ

　
　

新
た
に
危
機
管
理
監
を
設
置

　
　

新
た
に
危
機
管
理
監
を
設
置
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◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

市
営
鵜
ノ
木
団
地
建
替
事
業

で
建
設
さ
れ
る
Ｂ
棟
な
ど
を

取
得
す
る
も
の

Ｑ　

鵜
ノ
木
Ｂ
棟
を
建
て
る
に

当
た
っ
て
改
善
さ
れ
た
点
は
。

Ａ　

福
祉
車
両
な
ど
の
利
用
が

多
い
た
め
、外
来
者
駐
車
場
の

台
数
を
Ａ
棟
よ
り
６
台
増
や
し

て
10
台
と
し
、住
居
部
分
は
、玄

関
ド
ア
の
鍵
の
取
り
付
け
位
置

や
台
所
の
流
し
台
を
低
く
し
た
。

Ｑ　

鵜
ノ
木
団
地
の
一
般
募
集

に
関
し
て
の
方
針
は
。

Ａ　

子
育
て
世
帯
枠
を
設
け
る

な
ど
、団
地
内
の
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
る
よ
う
な
枠
組
み
を
設
定

し
、団
地
全
体
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
募
集
を
行
う
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
整
備
に
よ
り

新
設
す
る
路
線
の
市
道
認
定

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
道

路
認
定
を
先
行
実
施
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
。

Ａ　

道
路
の
予
定
区
域
を
公
に

す
れ
ば
、事
業
化
が
明
確
に
な

り
、国
の
補
助
金
交
付
が
見
込

め
る
。ま
た
、権
利
者
に
は
用
地

買
収
に
伴
う
譲
渡
所
得
な
ど
の

課
税
の
特
例
が
適
用
さ
れ
、円

滑
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
。

議
員
提
出
議
案

◆
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域

　
経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地
方

　
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

（
可
決
・
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

提
出
議
員　
　
　
　

齋
藤　

誠

◆
狭
山
市
奨
学
金
貸
与
制
度
の
運

　
用
適
正
化
に
よ
る
具
体
的
運
用

　
基
準
の
見
直
し
に
あ
た
り
各
種

　
要
件
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
す

　
る
こ
と
を
求
め
る
決
議（
否
決
）

提
出
議
員　
　
　

大
沢
え
み
子

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／条例の一部改正行政組織条例、地区センター設置条
例、印鑑条例、税条例、公民館条例、こども医療費支給条例、家庭的保
育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、学童保育室条
例、在宅心身障害者福祉手当支給条例、国民健康保険税条例、工場立
地法地域準則条例　補正予算水道事業会計補正予算（第１号）、下水
道事業会計補正予算（第１号）　その他財産の取得、損害賠償額、市道
路線の認定（２件）、都市競艇組合の規約変更　議員提出議案／安心
な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措置を求める
意見書

　

総
務
経
済
委
員
会
で
は
、狭

山
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
踏
ま
え
、今
後
の

公
共
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

●
延
床
面
積
を
約
50
％
縮
減
す

　

る
計
画

　

富
山
県
南な
ん

砺と

市
で
は
、総
論

と
し
て
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
や
各
論
と
し
て
の
公
共

施
設
再
編
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。「
30
年
後
の
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
施
設

数
、面
積
を
算
出
し
た
も
の
」

「
今
の
現
役
世
代
が
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、施
設

の
具
体
的
な
あ
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
」と
し
て
策
定
さ

れ
た
計
画
は
、公
共
施
設
の
延

床
面
積
を
約
50
％
も
縮
減
す
る

と
い
っ
た
、大
変
厳
し
い
も
の

で
す
。そ
の
計
画
を
、行
政
が
住

民
の
も
と
へ
約
40
回
も
出
向
い

て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

●
国
の
事
業
債
を
上
手
に
活
用

　

石
川
県
七
尾
市
の
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
は
、人
口
減

少
に
合
わ
せ
て
今
後
15
年
で
公

共
施
設
の
延
床
面
積
を
20
％
削

減
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で

も
少
子
化
に
対
応
す
る
た
め
、

合
併
特
例
債
を
計
画
的
に
充
当

し
て
き
ま
し
た
が
、新
た
に
公

共
施
設
最
適
化
事
業
債
を
活
用

し
て
い
ま
す
。中
学
校
、公
民
館
、

武
道
館
、図
書
館
を
行
政
庁
舎

へ
集
約
す
る
こ
と
で
延
床
面
積

を
縮
減
し
、事
業
債
を
獲
得
し

て
い
ま
し
た
。

や
施
設
の
効
用
の
最
大
化
を
図

る
も
の
で
、公
有
財
産
の
管
理

や
有
効
活
用
、情
報
収
集
な
ど

を
担
う
た
め「
資
産
管
理
経
営

室
」を
設
置
し
、フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
一
元
的
に
実

践
し
て
い
ま
す
。

●
都
市
型
水
害
対
策

　

８
月
22
日
に
、狭
山
市
で
も

台
風
９
号
の
風
水
害
で
多
大
な

被
害
を
受
け
た
た
め
、総
務
経

済
委
員
会
で
急
き
ょ
、都
市
型

水
害
対
策
の
先
進
事
例
と
し
て

東
京
都
杉
並
区
を
視
察
し
ま
し

た
。水
防
の
手
引
き
・
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
、災
害
・
気
象
情
報

電
話
通
報
サ
ー
ビ
ス
、高
床
化

工
事
助
成
、防
水
板
設
置
工
事

助
成
な
ど
、先
進
的
な
取
り
組

み
を
学
び
ま
し
た
。

●
経
営
的
視
点
で
施
設
を
適
正

　

に
管
理

　

千
葉
県
佐
倉
市
は
、「
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
い

う
経
営
管
理
手
法
で
行
政
経
営

を
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、土
地
、

建
物
、設
備
や
そ
れ
ら
の
環
境

を
経
営
資
源
と
し
て
捉
え
、経

営
的
視
点
で
コ
ス
ト
の
最
小
化

◆賛否が分かれた議案　　　　　　　起立（賛成）…○、着席…×、討論者…討、議長は採決には参加しません

議
案
番
号

会派名
議員名

議案名

創政会 創造 公明党 日本共産党 新政みらいはつらつ 無

千
葉
三
浦
笹
本
新
良
田
村
西
塚
金
子
矢
馳
太
田
町
田
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
磯
野
望
月
大
沢
猪
股
内
藤
土
方
中
村
大
島
高
橋

86
狭山市市民交流センター及
び狭山市駅西口市民広場の
指定管理者の指定について

○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○×
討

88 平成28年度狭山市一般会計補正予算（第5号）
○○○○○○○○○議

長
○○○○○○○○○○○×

討

議4
狭山市奨学金貸与制度の運用適
正化による具体的運用基準の見
直しにあたり各種要件について柔
軟に対応することを求める決議

×　×
討
×　×　
　　　
×　×　
　
×
討
×　
　
×　 ×　×　

　
×　×　〇

討
○　〇
討
×　×
討
×　×　〇　

　平成28年第４回定例会では、市長提出議案20議案と議員提出議案２議案を審議し、
採決の結果、市長提出議案はすべての議案を可決しました。採決結果の一覧です。

建設中の市営鵜ノ木団地Ｂ棟

採決の結果

担当者から事業概要の説明（南砺市）

議場にて（佐倉市）

杉並区の水害対策の資料

総務経済委員会

実施日 ７月26日（火）～27日（水）
視察先
　南砺市／公共施設等総合管理計画
　　　　　（及び公共施設再編計画）
　七尾市／公共施設等総合管理計画

実施日 10月18日（火）
視察先
　佐倉市／ファシリティマネジメント
　杉並区／都市型水害対策
参加者
　　太田　博希 三浦　和也
　　高橋ブラクソン久美子 加賀谷　勉
　　猪股　嘉直 中村　正義
　　田村　秀二 町田　昌弘



議案質疑 常任委員会行政視察

（ 7 ） （ 6 ）

●
ペ
ッ
ト
の
殺
処
分
削
減
を
目

　

指
し
て（
豊
田
市
）

　
『
既
存
施
設
の
改
修
』に
よ
り

平
成
27
年
度
か
ら
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
を
供
用
開
始
し
て
い
る

ほ
か
、「
豊
田
市
人
と
動
物
の
共

生
社
会
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」の
基
本
理
念
の
も
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
。

《
主
な
事
業
》

　

犬
猫
の
譲
渡
会
、い
の
ち
の

教
室
、動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、社
会
福
祉
施
設
訪
問
や

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
類
す
る

動
物
介
在
活
動
、ペ
ッ
ト
の
飼

い
主
意
識
向
上
、な
ど
。

《
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
》

　

命
を
大
切
に
す
る
心
の
醸
成
、

動
物
愛
護
精
神
の
高
揚
、飼
い

主
の
意
識
の
向
上
の
た
め
に
市

民
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
施
設
と
し
て
開
設
し
、

従
来
の
保
護
活
動
や
獣
医
に
よ

る
治
療
行
為
だ
け
で
な
く
、災

害
時
に
は「
ペ
ッ
ト
の
避
難
所
」

と
し
て
の
機
能
も
併
せ
持
っ
て

い
ま
す
。

●
基
幹
管
路
耐
震
事
業（
浜
松
市
）

《
事
業
の
背
景
》

　

人
口
減
少
に
伴
う
水
需
要
の

低
下
に
よ
り
事
業
の
継
続
が
厳

し
く
な
る
こ
と
に
加
え
、自
然

災
害
へ
の
対
応
を
急
が
れ
る
こ

と
か
ら
36
年
ま
で
の
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

《
基
本
目
標
》

・
強
靭
で
安
心
で
き
る
水
道
シ

ス
テ
ム
の
構
築

　

公
共
施
設
な
ど
の
重
要
施

設
を
優
先
的
に
耐
震
化
を
す

す
め
、36
年
ま
で
に
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
目
指
す
。

・
健
全
な
水
道
経
営
の
持
続

　

安
心
安
全
な
水
を
提
供
し
続

け
る
た
め
に「
費
用
の
抑
制
と

平
準
化
」を
図
る
。

《
今
後
の
取
り
組
み
》

　

水
道
施
設
の
９
割
が
管
路
で

あ
る
た
め
に
、更
新
費
用
の
大

部
分
が
管
路
の
整
備
に
費
や
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、施
設
規
模
の

適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
袋
井
駅
前
整
備（
袋
井
市
）

《
施
策
の
方
針
》

　

利
便
性
の
高
い
交
通
体
系

の
整
備
、南
北
自
由
通
路
の
整

備
に
よ
る

地
域
の
一

体
感
の
醸

成
、
Ｊ
Ｒ

袋
井
駅
の

整
備
を
速

や
か
に
進

め
利
便
性

の
向
上
と
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
。

《
整
備
に
あ
た
り
市
民
ア
イ
デ

ア
を
募
集
》

　

袋
井
駅
が
市
民
に
親
し
ま
れ

末
永
く
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る

こ
と
を
目
的
に
、袋
井
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
広
く
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。

（
応
募
数
１
３
６
件
）

■
ま
と
め
に
…

　

今
後
も
広
い
視
野
を
も
っ
て

市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
調

査
を
実
施
し
、提
言
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

　建設環境委員会では所管すべき分野の中
から環境・上下水道事業・まちづくりに主眼
を置き、県外行政視察を実施しました。

●
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取

　

り
組
み（
横
浜
市
）

　

横
浜
市
で
は
、保
護
者
の
ニ

ー
ズ
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

適
切
に
結
び
つ
け
る
た
め
、各

区
の
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
に

「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
保

育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
専

門
相
談
員
）」を
配
置
し
て
い
ま

す
。こ
の「
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
」は
、保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
、希
望
す
る
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
、認
可
保
育
所
の
ほ
か
、

認
定
こ
ど
も
園
や
横
浜
市
が
保

育
料
や
保
育
環
境
な
ど
独
自
に

設
け
た
基
準
を
満
た
し
た
認
可

外
保
育
施
設
の
横
浜
保
育
室
、

一
時
預
か
り
事
業
、幼
稚
園
預

か
り
保
育
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
の
今
後
の
待
機
児
童

対
策
と
し
て
、保
育
所
や
多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受
け

皿
を
拡
充
し「
質
」を
伴
う「
量
」

の
拡
充
が
必
要
で
あ
り
、保
育

士
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の

緊
急
性
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

●
横
浜
型
小
中
一
貫
教
育

　

横
浜
型
小
中
一
貫
教
育
の
特

徴
は
、敷
地
や
校
舎
を
共
有
す
る

な
ど
の
物
理
的
な
条
件
に
関
係

な
く
、小
中
学
校
の
教
職
員
が
情

報
交
換
や
連
携
を
行
い
、義
務
教

育
の
連
続
性
を
図
っ
た
小
中
一

貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
教

育
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
ね
ら
い
は「
横
浜
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
」で
示
し
た「
横
浜
の

子
ど
も
」の
実
現
の
た
め
、小
中

学
校
の
教
職
員
の
人
的
交
流
を

促
進
し
て
、学
力
観
・
指
導
観
・

評
価
観
の
共
有
を
図
り
、授
業

改
善
の
促
進
と
学
力
向
上
を
目

指
す
こ
と
。狭
山
市
で
も
小
中

連
携
教
育
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、横
浜
市
で
行
わ

れ
て
い
る
事
例
の
多
く
が
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

●
里
親
制
度
・
里
親
家
庭
支
援

　

セ
ン
タ
ー（
児
童
虐
待
防
止
対

　

策・里
親
支
援
制
度
）（
静
岡
市
）

　

里
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、市
か
ら
里
親
支
援
業
務
全

般
を
委
託
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、①
啓
発 

②
研
修 

③
相
談
・

支
援
を
3
本
柱
に
掲
げ
活
動
を

し
て
い
ま
す
。里
親
の
数
を
増

や
す
こ
と
は
当
然
で
す
が
、里

親
に
養
育
さ
れ
る
子
ど
も
は
、

時
に
育
て
づ
ら
さ
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、里

親
認
定
に
係
る
調
整
や
養
育
技

術
の
向
上
の
た
め
の
研
修
が
欠

か
せ
な
い
う
え
、里
親
が
抱
え

る
不
安
や
悩
み
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
体
制
、里
親
を
孤
立
さ

せ
な
い
た
め
の
里
親
同
士
の
相

互
交
流
な
ど
、き
め
細
か
な
里

親
交
流
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

　文教厚生委員会では、神奈川県横
浜市、静岡県静岡市を視察しました。
ここで、その一部を報告します。

て
い
ま
す
。

　

３
本
柱
の
事
業
は
、同
時
に

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、そ

の
た
め
に
、一
つ
の
支
援
機
関

が
一
貫
し
て
担
当
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
い
う
考
え
の
も

と
、静
岡
市
里
親
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、市
か
ら
の
全
面

委
託
に
よ
り
、３
本
柱
の
事
業

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

狭
山
市
で
は
、28
年
１
月
に

痛
ま
し
い
児
童
虐
待
事
件
が
発

生
し
て
お
り
、里
親
に
よ
る
養

育
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
視
察
を
終
え
て

　

狭
山
市
で
も
、待
機
児
童
、小

中
連
携
教
育
、児
童
虐
待
防
止

な
ど
、子
ど
も
達
を
取
り
巻
く

環
境
の
整
備
は
大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
か

ら
、
調
査
・

研
究
に
引

き
続
き
取

り
組
み
、提

言
・
要
望
に

つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

担当者より事業概要の説明

袋井駅の南北自由路

担当者より事業概要の説明

実施日 10月26日（水）～27日（木）
視察先 横浜市／保育コンシェルジュ・横浜型小中一貫教育
 静岡市／里親制度・里親家庭支援センター
参加者 綿貫　伸子　金子　広和　内藤　光雄　千葉　良秋
 矢馳　一郎　大沢えみ子　新良　守克

実施日 10月17日（月）～19日（水）
視察先
　　豊田市／動物愛護センター
　　浜松市／基幹管路耐震事業
　　袋井市／袋井駅前整備
　　　　　(自由通路の整備と橋上駅化)
参加者 土方　隆司　　笹本　英輔
　　　 西塚　和音　　齋藤　　誠
　　　 望月　高志　　大島　政教
　　 　磯野　和夫

建設環境委員会 文教厚生委員会



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆人材バンクデータは地域の担い手へ提供して
　さやま市民大学の修了生は何人で、そのうち
人材バンクには何人、何％の方が登録している
のか。修了生と自治会などとのマッチングに、人
材バンクデータは活

い
かされているのか。

市民部長 修了生は803人で、そのうち人材バン
クに登録している人は78人、全体の9.7％であ

る。データは、地域連携推進室で管理し、修了生
を地域につなぐため活用。代表的な事例に、地域
の防災リーダー養成講座の修了生を、地区の自
主防災組織につないだことなどが挙げられる。

◆自治体法務に弁護士の活用を
　弁護士資格を持つ者を任期付き職員などで採
用し、積極的に自治体法務を強化してはどうか。
総務部長 近年、自治体を取り巻く環境が変化
し、弁護士を職員に任用する動きが広がりつつ
ある。本市でも、権利意識の高まりや情報公開制
度の浸透などで、行政訴訟に発展することが増
え、高い法務能力を持った人材の育成が急務と
なっている中、弁護士資格者の採用についても、
先進自治体の事例などを研究していきたい。

その他のテーマ

▶全修了生が人材バンク登録を
▶なぜ専用の体育館を持つのか
▶弁護士を任期付職員で採用を

◆健診と指導の効果
　データ分析から見える健診、特定保健指導の
効果について、どのように分析しているか。ま
た、課題と今後の方向性は。
長寿健康部長 指導を受けた人は、受けていない
人と比較して、翌年の特定健康診査における腹
囲や体重、中性脂肪などの数値が改善し、また、
受診者のうち、指導の対象も平成20年度の14.3
％から26年度には11.3％に減少している。課題
は、生活習慣を起因とする糖尿病その他の疾患
の発症率をいかに引き下げるかで、健診と指導
を受けることの啓発を一層行っていく。

◆限度額認定証　
国保の限度額認定証について、滞納があっても

利用できる場合の要件は。特別な事情がある場
合、どのような手続きが必要か。
長寿健康部長 災害のほか病気や負傷、事業の廃
止などで、国保税が納付できないと認められる
ことが要件となり、その場合は、被保険者から収
入や資産などの状況を聴取し、届出を提出して
もらったうえで、詳細に調査する。

その他のテーマ

▶データヘルス計画からの考察
▶利用しやすい健診・指導に
▶国保の限度額認定証の要件

◆財政の状況と対策
①歳入歳出の近年の傾向は。
②生活保護受給者によるパチンコ、飲酒などに
は、納税者からの厳しい意見があるが、受給者に
就労の必要性と意識改革をどう促すか。
③厳しい財政状況の中、どのように市政経営を
行っていくのか。
総合政策部長 ①歳入は、市税が減少傾向にある
中、地方交付税や地方消費税交付金などが増加
し、不足する財源を財政調整基金と起債で補っ
ている。歳出は、高齢化に伴う医療費の増や保育
所の整備、生活保護費など、社会保障関係費であ
る民生費が年々増加している。
福祉こども部長 ②就労支援プログラムに基づ
く支援を実施。今後も、就労の必要性を粘り強く

指導し、自立に向けた意識改革を図りたい。
市長 ③市民の将来不安を増幅させず、持続可能
で元気な狭山市をつくるため、歳入、歳出両面か
らの改革が急務である。本市が持つポテンシャ
ルをもっと高めていくことができれば、将来は
明るく開けていくと確信しており、スピード感
を持って取り組んでいく。

その他のテーマ

▶新たな財源の確保
▶働く場所の確保
▶子どもを預ける場所の確保

◆通学路の整備
　中央中学校から中窪自治会方面へ抜ける通学
路の整備状況は。
生涯学習部長 保護者から防犯灯の設置要望が
あり、中央中学校からの入り口側に３か所と、反
対からの入り口側１か所に防犯灯を設置し、ま
た双方の入り口に通学路であることの注意を喚

起する路面標示などを行った。
都市建設部長 生徒をはじめとする歩行者や車
両の通行状況などを調査、確認し、地権者の状況
も踏まえて退避場所の整備を検討していく。

◆特別支援学級と通級指導教室
　中央中学校への特別支援学級設置に対する考
えは。また、設置された場合の通級指導教室への
影響は。
学校教育部長 特別支援学級は、各学校に設置さ
れることが望ましく、生徒もより短い距離で通
学できることから、平成30年４月を目途に中央
中学校に設置する方向で検討している。また、設
置された場合でも、できる限り通級指導教室に
影響が出ないように当該校と協議していく。

その他のテーマ

▶東中廃校後の保護者・地域の声
▶中央中学校指定の通学路整備
▶自動販売機の公募と有効活用

●指導を受けた方
→翌年の健診で各種数値が改善

●健診受診者のうち指導対象となる割合
14.3％（2008年）→11.3％（2014年）

●充実した狭山市の健診
国の指定項目　16項目

狭山市の実施項目　24項目

●指導を受けた方
→翌年の健診で各種数値が改善

●健診受診者のうち指導対象となる割合
14.3％（2008年）→11.3％（2014年）

●充実した狭山市の健診
国の指定項目　16項目

狭山市の実施項目　24項目

特定保健指導の効果分析

狭
山
元
気
プ
ラ
ザ

（
さ
や
ま
市
民
大
学
）

通
学
路
の
整
備
を
望
む

平成20年度

262億
3756万円

212億
7770万円

128億
2262万円

182億
6007万円

平成20年度平成27年度 平成27年度

市税は約50億円の減 民生費は約55億円の増

歳入（市税） 歳出（民生費）

中央中学校へも
特別支援学級の設置を

健診と指導で
健康寿命は延ばせる！

近年の財政状況と
今後の行政運営

さやま市民大学は
何のためにあるのか

三浦　和也（創政会）

大沢　えみ子（日本共産党） 金子　広和（創造）

土方　隆司（新政みらい）



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆貧困の連鎖を断ち切る支援を
①子ども達に温かな食事と団らんのある居場所
を提供し、孤食を防ぎ、子どもの居場所づくりも
同時に進める「子ども食堂」を普及・支援すべき
と考えるが見解は。
②「孤食」の問題を抱えている高齢者が、子ども
と一緒になって、多世代で食事をする地域サロ
ンも普及・支援すべきと考えるが見解は。
福祉こども部長 ①市内の民間団体が子ども食
堂を開設しており、補助金を交付して支援して
いるが、この補助金は、地域福祉活動団体の立ち
上げ支援を目的としているため、食材費などに
充てることができない。今後、地域福祉活動に対
する補助金のあり方を見直す中で、子ども食堂
の普及に向けた支援の方法を検討していく。

②現在、活動している市内のコミュニティーサ
ロンの多くは、高齢者や子育て家庭の孤立防止
などを目的としている。今後は、高齢者と子ども
が一緒に食事をし、交流もできる多世代型のサ
ロン運営にも取り組んでいただくよう働きかけ
るとともに、必要な助言、サロン間の情報交換や
相互交流などを通して支援していきたい。

その他のテーマ

▶次世代を担う子ども達の支援
▶一人ひとりを大切にする教育

◆総合的危機管理のための基本指針
　市が行うべき危機管理の種類は広範で「自然
災害」「事故」「武力攻撃・テロ」「感染症」など多
様。複合的対応を求められる状況で、確固たる基
本指針を持つことが迅速・正確な判断につなが
ると考えるが市の見解は。
市民部長 さまざまな危機が想定される中、危機
管理にも幅広い対応が求められる。危機管理に
関する基本的な考え方を定めた危機管理指針を
定める意義も認められるので、今後、必要性も含
めて検討していきたい。

◆部局間及び他機関との連携強化
　時系列により刻々と変化していく危機の状況
に対して、他市町村との連携や消防、警察、病院

などとの連携を強化するための対策は。
市民部長 「狭山市地域防災計画」では「災害の予
防」「応急」「復旧」の各段階で、「国民保護に関す
る狭山市計画」では「平時」「武力攻撃事態」「市民
生活の安定」の各段階で、連携を図っていく。ま
た、災害対策本部の体制維持や安全確保のため、
業務継続計画の策定に着手した。

その他のテーマ

▶24時間対応危機管理センター
▶災害対策本部機能継続の方策

◆Ｃｰ２機配備の市民説明は
　埼玉県基地協議会でも要請しているＣ‒２機
配備の市民説明は。Ｃ‒２機が配備された鳥取
県では10回の市民説明が行われている。狭山市
でも市民に直接説明すべき。防衛省の職員は、要
請があれば応えるとの考えを示している。
総合政策部長 防衛省北関東防衛局や入間基地
からの情報は、市民の代表者で構成される狭山

市基地対策協議会に報告。併せて市の公式ホー
ムページで市民に周知している。Ｃ‒２機の配
備に関し、国に住民説明を要請することは、市議
会基地対策特別委員会と市基地対策協議会の意
見を聞き、近隣市とも協議していく。

◆市民会館駐車場の確保交渉の状況
　民間病院の建設で減った市民会館の駐車場
40台分について、本年６月議会の答弁では、病
院側の責任で確保するよう要請を続けていくと
いうことだったが、その後の交渉状況は。40台
分の確保が早急に実現するよう申し入れるべき。
市民部長 病院は建設中であり、平成29年の秋に
完成予定なので、工事の進捗状況に合わせ、引き
続き病院側に協力を要請していく。

その他のテーマ

▶Ｃ‒２機配備での市民説明を
▶狭山市民会館駐車場確保を
▶「お茶香るまち狭山」の実現を

その他のテーマ

▶障害者福祉の情報提供の充実
▶発達障害の方を包括的に支援
▶ひきこもり支援対策の強化

◆ライフステージに応じた包括的な支援
①発達障害の方やその家族に対し、包括的な支
援情報の提供が重要と考えるが見解は。
②発達障害と生きていくためのサポートガイド
の作成を望むが見解は。
福祉こども部長 ①市の公式ホームページへの
情報掲載のほか、県のサポート手帳の周知、配付

を行っている。また、ライフステージに応じて適
切な支援情報を提供できるような体制づくりに
向けて協議を重ねている。
②他市の事例を参考に、作成を検討していく。

◆社会復帰の糸口を提供することは重要
　生活困窮に陥らないように、家族や本人の相
談を受け付け、支援する必要がある。ひきこもり
の実態と、支援の方法は。
長寿健康部長 平成27年度の市内のひきこもり
者数は643人と推計され、市に相談があった件
数は延べ173件。保健所や保健センターなどが
窓口となって支援しているが、身近に相談でき
る場所があることが重要で、公式ホームページ
や広報さやまなどを通じて周知を図っていく。

輸送機C ｰ 1（左）とC ｰ 2（右）

安保法施行で
入間基地の役割が変容

発達障害への
サポートガイドの作成を

市民の安全確保のための
危機管理

共生社会を目指して！

猪股　嘉直　（日本共産党）

綿貫　伸子（公明党） 千葉　良秋（創政会）

加賀谷　勉（公明党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆防犯強化で、市民が安全・安心に暮らせるように
①狭山パーキングエリア強盗事件、市内狭山の
刃物所持男性事案で、市や教育委員会の対応は。
②市の防犯に対する見解は。
市民部長 ①緊急情報メールとツイッター、防災
行政無線で注意喚起し、教育委員会に情報提供
した。その後は、捜査の進展がないため、防災行

政無線の放送などは行っていない。
教育長 ①小中学校、幼稚園などにファクシミリ
で情報を伝え、複数人での登下校の見守り強化
の指示などを行った。事件現場周辺の小中学校
では、全家庭と関係者にさやまっ子緊急メール
で注意を促し、下校時に学校職員、見守りボラン
ティアや教育指導課職員がパトロールした。
市長 ②６月に、狭山警察署、自治会連合会と市
の三者間で、「犯罪情報の住民提供等に関する協
定」を締結。事件発生時には、防災行政無線や自
治会への広報で注意を呼びかけ、教育委員会を
通じて児童・生徒と保護者に注意喚起し、成り行
きを見てそのつど警察と協議しながら必要な対
応を図っていく。また、市民生活に影響のある事
案が発生した場合も、適切な対応を図っていく。

その他のテーマ

▶犯罪被害者や家族に支援を
▶真剣に取り組もう、ＣＯ２削減
▶寡婦控除のみなし適用開始

◆旧入間中に公民館を作るには
①避難所機能をどう具現化していくか。
②カフェや作業・休憩スペース、図書コーナーな
どは設置できるか。
③演奏や演劇などのイベントは想定しているか。
生涯学習部長 ①地元検討委員会では、災害対策
本部や一時避難所に必要な機能として、太陽光

発電や緊急貯水槽などの設置を検討している。
②カフェは商業施設のため、用途地域の制限で
設置不可。作業・休憩スペースは、交流スペース
の検討の中で対応し、図書コーナーも検討する。
③用途地域の制限で200平方メートル未満のホ
ールに限定されるが、演奏や演劇などへの利用
も想定して整備する検討を進めている。

◆老朽化する公共施設への取り組み
　市民会館の建て替えに関する考えは。
市民部長 耐震工事などを実施し、施設の安全性
を確保しつつ使用していくが、供用開始から約
37年が経過し、全面的な改修が必要。「公共施設
等総合管理計画」を策定する中で、建て替えの必
要性も含め今後の方向性を検討する。

その他のテーマ

▶第一種低層住専の用途制限は
▶市内公共施設の公民連携は
▶市民会館の経営的取り組みを

◆耐震化の促進
　今のペースでは、昭和56年５月31日以前に建
てられた民間住宅の耐震化率が目標の95％に
達しない。市として耐震化を促進させる施策は。
都市建設部長 住宅所有者が自らの問題として、
耐震診断を受ける必要がある。無料耐震相談会
の開催を増やし、職員が窓口で随時対応する無

料耐震診断を継続的に実施し、これらの積極的
な周知で診断の促進を図りたい。今年度から有
料耐震診断や耐震改修の補助を拡充しているの
で、市民へさらに周知をしていきたい。

◆事業所の課題
　地域内のモノや資金を循環させ、地域経済を
活性化させるため、地元事業所の課題解決の具
体的な方針は。
環境経済部長 従業員の高齢化や人材不足、設備
などの老朽化が課題である。人材不足対策につ
いては、市内の就業促進に向け、広く市民、特に
若い人に市内企業の情報を発信し、老朽化対策
については、融資の情報提供を行うとともに、企
業立地奨励金制度を案内している。

その他のテーマ

▶民間住宅の耐震化率向上を
▶地域循環型経済型社会を
▶空家減少に向けて

◆グリーンツーリズム
　お茶摘みなどの農業体験や入間川の自然など
を活

い
かしたグリーンツーリズムは、国内外の観

光客誘致のために、大変有効であると思料する
が、市の見解や取り組みは。
環境経済部長 農業と観光がミックスした有効
な地域振興策であると考える。市では、茶摘み体
験ができる茶園の冊子やテレビ番組での紹介な

どに取り組んでいる。また、友好交流都市の津南
町での田植え体験など、外に向けたグリーンツ
ーリズムにも取り組んでいる。

◆事前キャンプ誘致への取り組み
　ラグビーＷ杯や東京五輪・パラリンピックの
競技開催地でない当市が、両イベントの効果を
後世につなぐためには、参加国の合宿地に選定
されることが重要だが、誘致の取り組み状況は。
総合政策部長 ラグビーＷ杯は、平成28年８月に
申請、10月に大会組織委員会の実地調査があ
り、29年の決定まで誘致に取り組む。五輪のラ
グビーは、９月に候補地ガイドへ登録、12月末
までに各国へ登録情報が公開される。ゴルフは、
市内のゴルフ場に協力を要請している。

その他のテーマ

▶外国人観光客の誘致
▶グリーンツーリズムの推進
▶事前防災行動計画の策定

犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
時
は
、

交
通
防
犯
課
で
相
談
を

外
交
官
に
よ
る

狭
山
茶
摘
み
体
験 旧入間中の西側半分に公民館が

身近すぎて怖い
市民の不安は続く…

利用者の意見を入れた
新しい入曽公民館へ！

いつまでも住み続けられる
狭山市へ！！

国際スポーツイベントの活力で
狭山を元気に

望月　高志（日本共産党） 高橋ブラクソン久美子（無所属）

矢馳　一郎（創造） 西塚　和音（創造）



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆まちのイメージづくりを大切に
　狭山市が掲げるスローガン「お茶香るまち」に
ついて、現状をどのように受け止めるか。
総合政策部長 本市への愛着を深め、知名度向上
に大きな役割を果たしていると考えるが、生活
の変化に伴い、家庭でお茶をいれて飲む機会が
減っていることは、狭山茶の産地として憂慮し

ている。それを受け、第４次総合計画やまち・ひ
と・しごと創生総合戦略で、狭山茶のイメージア
ップや消費拡大に取り組んでいる。

◆学力と反比例傾向にあるスマホの利用時間
①携帯・スマホの利用時間の状況は。
②スマホの利用制限を強く働きかけるべきでは。
学校教育部長 ①平日は、小学６年生で１～３時
間が約11％、３時間以上が約５％。中学３年生
で１～３時間が約30％、３時間以上が約20％。
②利用制限は、教育委員会や学校が強制できる
ものではないため、教育委員会とＰＴＡ連合会
で作成した「携帯電話、スマホなどが招く危機か
ら子どもを守るガイドライン」を効果的に活用
し、利用制限を働きかけていきたい。

その他のテーマ

▶活気と魅力ある「お茶香るまち」
▶若者にも魅力が伝わるまちに
▶小中学生の学力向上策の進捗

◆優良企業の市外転出防止
①市内優良企業の市外転出防止策は。
②市外転出防止は、狭山市の経済活性化策の重
要なポイントと考えるが見解は。
③本社機能を有しているか否かで、地域経済の
活性化に大きな差が生じると考えるが見解は。
環境経済部長 ①建屋の更新や拡張のための用
地や人材の確保などに苦慮している企業の状況
を念頭に置きながら、支援に取り組んでいく。こ
れに関連し、市では、市内製造業など約300社に
年４回ダイレクトメールを送り、市の施策など
をお知らせするとともに、企業の課題に関する
市の相談窓口などを案内している。
②市内には、操業年数が長く、製品やそれを支え
る技術が秀逸な企業が多くあり、こうした企業

の活動を支援することも、市の経済活性化の重
要なポイントであると認識している。
③本社機能が身近にあることで、企業と地域と
の関係が密接になり、雇用機会の確保や地域経
済の活性化、税収の確保ととともに、関連企業の
立地や市内企業との新たなビジネスマッチング
も期待される。

その他のテーマ

▶本社機能を持つ企業の誘致
▶コミュニティスクールの推進

◆民間企業の障害者法定雇用率を高めよ
①障害者雇用促進法は、民間企業に2.0％、地方
公共団体等には2.3％の法定雇用率を課してい
る。市の障害者雇用の考え方と採用方針は。
②法定雇用率達成企業の割合を高めるため、市
として市内企業にどのように働きかけるか。
総務部長 ①平成26年度から、一般事務職の試験
に身体障害者対象の枠を設け、募集年齢も拡大

して実施。法定雇用率は
満たすが、率先して雇
用を進め、民間企業に
範を示していきたい。
環境経済部長 ②障害
者就労支援センター職
員の企業訪問やハロー

ワークとの連携、さらに、商工会議所や工業会な
どを通じて、雇用促進を図っている。

◆超過勤務時間(残業)体質の改善を
　市民税課では、超過勤務が４か月間で400時
間超の職員が９人もいる。仕事を期限内に完遂
しても健康を害しては元も子もない。超勤の多
い課の主な原因と課題は何か。また、健康管理の
観点から状況をどのようにとらえ、対処するか。
総務部長 主な原因は、各種計画の策定、急な調
査や資料作成、クレーム対応、災害対応など。定
例的な業務の中で、新しい業務や突発的な業務
を短時間で円滑に処理することが課題である。
業務が集中する期間の事務改善を指示し、特定
職員の長時間勤務の改善を図っていきたい。

その他のテーマ

▶電通の過労死問題への見解は
▶超勤削減の業務の効率化とは
▶市内企業の障害者雇用実態は

「
お
茶
香
る
ま
ち
」
っ
て

ど
ん
な
ま
ち
？

後列左から土方、千葉、大島、太田、望月、綿貫、
前列左から齋藤委員長、三浦副委員長

こ
れ
ま
で
の
活
動

　

７
月
か
ら
月
１
、２
回
委
員
会

を
開
催
し
、「
茶
の
花
号
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
」の
調
査
を
行
っ
た

ほ
か
、公
共
交
通
政
策
に
先
行
し

て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
入
間

市
へ
の
視
察（
入
間
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
、入
間
市
議
会
交
通

対
策
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
）を

実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、８
名
の
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
、狭
山
市
議
会
で
初

め
て
の
試
み
と
な
る「
委
員
間
討

議
」を
行
う
な
ど
、公
共
交
通
政
策

の
あ
る
べ
き
姿
の
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。

最
終
報
告
は
12
月
定
例
会
で

　

本
年
３
月
の
第
1
回
定
例
会
で

中
間
報
告
を
行
う
予
定
で
す
。そ

の
後
さ
ら
に
討
議
や
調
査
を
継
続

し
、委
員
会
と
し
て
報
告
書
を
ま

と
め
、本
年
12
月
の
第
4
回
定
例

会
に
お
い
て
、最
終
報
告
を
行
う

予
定
で
す
。

　

期
限
の
あ
る
特
別
委
員
会
で
す

が
、委
員
会
メ
ン
バ
ー
全
員
、全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す！

公共交通政策について調査活動中！
狭山市健全発展特別委員会

　昨年６月定例会で発足した狭山市健全発展
特別委員会では、「狭山市を将来にわたり健全
に発展させ、市民福祉の向上を図ること」を目
的に、「市内循環バス茶の花号の現状と今後」
「公共交通サービスの将来像」についての調査
活動を行っています。

障害者による化粧品充填
てん

と
キャップの取り付け作業

市内企業の転出防止へ
企業支援のさらなる充実を

齋藤　誠（公明党）

活気と魅力ある
「お茶香るまち」を目指して

意欲ある障害者に
安定的就労機会の提供を！

中村　正義（はつらつ） 笹本　英輔（創政会）
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編
集
後
記

議
員
と
職
員
で

同
じ
情
報
を
共
有

意
見
交
換
は
年
数
回

各
種
団
体
と

土・日曜日・祝日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ  ☎ 04-2953-1111 内線 3311
 FAX  04-2955-2396 

　
「
梅
一
輪　

一
輪
ほ
ど
の
暖
か
さ
」

（
服
部
嵐
雪
）と
歌
に
あ
る
よ
う
に
、寒

風
を
つ
い
て
、凛り

ん

と
咲
く
梅
の
花
に
、ほ

の
か
な
春
を
感
じ
ま
す
。

　

議
会
で
も
、３
月
定
例
会
に
向
け
て

の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
回
も
、

試
行
的
に
、常
任
委
員
会
で
の
審
査
と

一
般
質
問
の
日
程
を
入
れ
替
え
て
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。一
般
質
問
で
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
桜お

う
ば
い
と
う
り

梅
桃
李
の
ご
と

く
個
性
豊
か
な
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。ご
都
合
の
つ
く
方

は
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。お

待
ち
し
て
い
ま
す
。　　
（
綿
貫　

記
）

　狭山市健全発展特別委員会では、先行して公共交通対策に取り組
んでいる入間市への行政視察を実施しました。視察では、資料を丹念
に読み込み、熱心に質問・意見交換を行う委員の姿が見られました。
委員会では、視察をもとに、茶の花号やその他の施策の議論をさらに
深めています（15ページの特集記事もご覧ください）。

ケーブルテレビ議会情報番組

『withwith  ゆぅ  市議会  ゆぅ  市議会』
これからの放送予定

２２月月10日～110日～166日、３月10日～16日、日、３月10日～16日、
３３月24日～30日月24日～30日
放送開始時間は
7時35分、13時00分、17時30分、19時40分、22時30分

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

笹 本 　 英 輔
千 葉 　 良 秋
西 塚 　 和 音
矢 馳 　 一 郎
土 方 　 隆 司
綿 貫 　 伸 子
大 沢 え み 子
中 村 　 正 義

広
報
委
員
会

２月24日(金)　開会、施政方針、議案説明
　　27日(月)　議案説明
３月１日(水)　議案質疑(施政方針の質問を含む)
　　２日(木)　議案質疑
　　３日(金)～７日(火)　常任委員会
　　９日(木)～13日(月)　一般質問
　　21日(火)　委員長報告、採決、閉会

政務活動費収支報告書の公開
政務活動費の領収書の写しを含む収支報告書が議会
公式ホームページや議会図書室でご覧いただけます。

３月定例会の予定３月定例会の予定

表紙の写真 健全発展特別委員会の入間市視察

市 議 会 の 活 動

民生委員・児童委員
協議会と意見交換会

次回のさやま議会だより発行日は 平成29年5月10日です。

　市議会と市執行部の共催により、「公共施設
問題への挑戦」をテーマに、研修会を開催。公
共施設の更新問題に先駆的に取り組んでいる
神奈川県秦野市の状況について、狭山市との
比較を交えた講演でした。今後、必ずやって来
る公共施設の更新問題、議員と職員が、その方
向性と危機感を共有しました。

　文教厚生委員会では、民生委員・児童委員協
議会委員の皆さんと意見交換会を行いました。
民生委員・児童委員出席者の皆さんからは「民
生委員の負担をどのようにして軽減させられ
るか検討してもらいたい」、「民生委員の確保が
厳しい状態だが、委員を経験し、『やってよかっ
た』と言ってくれる人も多い」など多くの意見
が出され、活発な意見交換が交わされました。

市議会と市執行部で
合同研修会を開催
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